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研修会の概要 ※受講料等詳細は裏面をご参照ください 

 

 

 

 

 1 日研修会 乳幼児支援者研修会 

日 時 

(時間は予定) 
8 月 2 日(水) 

9 時 20 分-16 時 40 分 

9 月 24 日(日) 

9 時 20 分-16 時 40 分 

12 月 3 日(日) 

9 時 20 分-16 時 40 分 

方 法 オンラインと対面会場 

共催(連携)団体 

(予定会場) 

①群馬大学伊藤研究室 

(会場：群馬大学施設) 
 

②中之条町教育委員会 

(会場：町ツインプラザ) 

①子どものネットリスク

教育研究会埼玉支部 

(会場予定：さいたま市) 

 

未定 

内 容 

 

①モデル授業のデモンストレーション 

◆小学校高学年版「子どもの目が危ない」 

◆中学校版  

「長時間になる仕組みと学力・脳への影響」 

②６分野の基礎知識の理解と発達阻害 

❶脳の発達阻害 

❷睡眠不足による心と体の異常 

❸視聴覚野の発達阻害 

❹運動器・関節等の異常  

❺ネット依存 

❻健康被害のリスクを低減する対策と取り組み 

8/  2：主に教員・学校対象の対策・取り組み 

9/24：主に保護者・啓発者対象の対策・取り組み 

 

①医療専門家による講演 
◆タイトル(仮)/スマホ・タ

ブレット使用の早期化と

子どもの発達を考える 
 

◆講師/小沢愉理先生 

(島田療育センター 

はちおうじ 神経小児科)  

 

②乳幼児期の発達と 

メディアの影響・メディ

アに替わる関り方 

THInet 2023 年度 研修会のご案内 

ネット健康リスクに関心を寄せている皆さま および 

教員・教育関係者・ネットアドバイザー・学校医・医療関係者・学生の皆さま へ 

 

コロナ禍でのスマホ・ネットの長時間使用による健康被害が顕在化し、学校でもその対応に苦慮し

ています。また全ての学校に端末が導入され、子どもたちのネット健康リスクへ対応する知識と意識

の育成が急務です。また、インターネット利用の早期化(0 か月からの接触)に拍車がかかり保護者へ

の啓発が喫緊の課題です。 

このような状況を鑑み、より多くの方にご参加いただきたく、夏休み中の実施や 1 日研修会と乳幼

児支援者研修会を連携して取り組む等企画しました。 

主 催：ネット健康問題啓発者養成全国連絡協議会 (THInet) 

＆群馬大学情報学部伊藤賢一科学研究費プロジェクト 

問合せ：youseikyo@gmail.com 

スマホ・ゲーム機等端末の長時間使用と不適切使用による 

健康被害に悩む子ども達が「何を学ばねばならないか」 
-園・学校で求められる「先進的情報モラル教育＝ネット健康リスク教育」の提案- 
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モデル授業について 

受講料 

研修会

名 

基本 

受講料 

受講料内訳 
希

望

者

オ

プ

シ

ョ

ン 

講義使用 

提供教材 

モデル授業の他階層版教材 

小学校中学年版、高学年版

中 1.2 年版、中 3.高校版  参加費 
デキスト 

冊子代 
モデル授
業教材 

一日 

研修会 
5,000円 2,500円 1,000円 1,500円 3,000円 

各 1,500円 
（研修会時に紹介） 

乳幼児
支援者 
研修会 

4,000円 
3,000 円 

＊特別講演がある
ため 

1,000円  3,000円 
 

 

 

【割引について】 

(1)学生参加者割引：テキスト冊子代 1,000 円のみ 

(パワーポイント提供教材とオプション教材を希望する場合は実費) 
 

 (2)ダブル研修会参加割引：後日開催の「乳幼児支援者研修会」参加費 1,500 円の免除 

(1 日研修会と乳幼児支援者研修会の両方参加の場合) 

研修会の特徴         
 

【1 日研修会】 
＊参加者には、即活用できるモデル授業を紹介し提供します(無料：受講料に含む)。 

また、教材(研修会で使用したスライド)を有料で提供します。 

＊群馬大学情報学部伊藤賢一科学研究費プロジェクト(以下「伊藤科研ＰＴ」)が実施した「ネット健康 

被害実態大規模調査（2022 年）」で明らかとなった「被害実態」と「リスク項目」に着目し、それ 

に対応した内容の学習(啓発)教材として再編成しています。 

【乳幼児支援者研修会】 

＊特別講義として小児神経科医をお迎えします。乳幼児のスマホ・タブレット使用の早期化が進む中、 

生活習慣との関係をひも解き、特に神経発達症の子どもにおける留意点などをご講演いただきます。 

 ＊あらゆる場面での啓発に活用できるように、乳幼児期の発達の基礎知識とメディアの影響、メディアに

替わる親子の関り方などを解説します。 

 

申し込み受付と締切 
 

＊会場参加者も、すべて事前ネット申し込みをお願いします。 

＊申し込みは別紙個別研修会案内または THInetウェブ 

(https://www.net-kenkou-youseikyo.com/)の URL または QR コードから 

 

【申し込み受付開始 5 月１日】 

 

研修会 

開催日 

1 日研修会 乳幼児支援者研修会 

8 月 2 日(水) 9 月 24 日(日) 12 月 3 日(日) 

申込締切 7 月 9 日(日) 9 月 10 日(日) 11 月 12 日(日) 

子ども対象の「モデル授業」は伊藤賢一科学研究費ＰＴカリキュラム委員会が、出前授業を行い検証中で

す。小・中・高を5階層に区分し、階層ごとに各分野のカリキュラムを制作。今回は、「視覚野の分野」で小

学校高学年版、「脳の分野」で中３・高校版を紹介。この2つの分野の他階層の「モデル授業」も完成してい

るものは提供可能です。これらの提供スライドを利用し授業・講演を行うことができます 

https://www.net-kenkou-youseikyo.com/

